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　消
しょう

防
ぼう

署
しょ

では、地
ち

域
いき

のみなさん
が安

あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

した生
せい

活
かつ

ができる
ように 24 時

じ

間
かん

365 日
にち

、火
か

事
じ

や
救
きゅう

急
きゅう

などに備
そな

えているよ。
　これから、火

か

事
じ

、救
きゅう

急
きゅう

があっ
たときや火

か

事
じ

を防
ふせ

ぐためにどん
な活

かつ

動
どう

をしているか一
いっ

緒
しょ

に勉
べん

強
きょう

しよう！
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このマークがあるページは、
スマートフォンなどで、
くわしく見

み

ることができます。
おうちの人

ひと

と一
いっしょ

緒に見
み

てみよう！
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みんなのまちの消
しょう

防
ぼう

署
しょ

郡山市

田村市
三春町

小野町

猪苗代湖

熱海分署

湖南分署

喜久田基幹分署

日和田分署

富久山分署

大槻基幹分署
針生救急所

安積分署

田村分署

中田分署

三春分署
常葉分署

滝根分署

小野分署

移分駐所

都路分署

大越分遣所

田村消防署

消防本部・
郡山消防署

は　りゅう きゅうきゅう  しょ

た　　むら　しょう   ぼう    しょ

おお  つき き　かん　ぶん   しょ

み　はる ぶん   しょ

みやこ  じ ぶん   しょ

こ　 なん

こおり　 やま　　 し

た　　むら　　しい　なわ  しろ　 こ

み　はる  まち

お 　 の 　まち

ぶん   しょ

た　むら ぶん   しょ

なか　た ぶん   しょ

あた　み ぶん   しょ

お　  の ぶん   しょ

たき　ね ぶん   しょ

と き わ ぶん   しょ

うつし ぶん ちゅう しょ

あ さ か ぶん   しょ

おお　ごえ ぶん けん   しょ

き　　く　　た き　かん　ぶん   しょ

ひ　　わ　　だ ぶん   しょ

ふ　　く　  やま ぶん   しょ

しょう　ぼう　 ほん　  ぶ

こおり  やま    しょう   ぼう    しょ

どこで起
お

きるかわからない火
か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

に備
そな

えて、バランスよく
配
はい

置
ち

されているよ！
みんなのおうちに一

いち

番
ばん

近
ちか

いのは
どこかな？

郡
こおり

山
やま

地
ち

方
ほう

広
こう

域
いき

消
しょう

防
ぼう

組
くみ

合
あい

は、郡
こおり

山
やま

市
し

、田
た

村
むら

市
し

、三
み

春
はる

町
まち

、小
お

野
の

町
まち

の
安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

を守
まも

っています。
全
ぜん

部
ぶ

で 19 か所
しょ

の消
しょう

防
ぼう

署
しょ

や基
き

幹
かん

分
ぶん

署
しょ

などがあり、火
か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

などが発
はっ

生
せい

した場
ば

所
しょ

へすぐにかけつけることができるように
なっています。

三
み

春
はる

町
まち

マスコット
キャラクター
こまりん 

郡
こおり

山
やま

市
し

イメージキャラクター
がくとくん・おんぷちゃん 

田
た

村
むら

市
し

キャラクター
カブトンファミリー

小
お

野
の

町
まち

イメージキャラクター
小

こ

桜
ざくら

ちゃん



4 5

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の一
いち

日
にち

消
しょう

防
ぼう

士
し

は24時
じ

間
かん

勤
きん

務
む

１日
にち

の流
なが

れ

消
しょう

防
ぼう

士
し

は、朝
あさ

８時
じ

30 分
ぷん

から次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

８時
じ

30 分
ぷん

まで働
はたら

いていて、24 時
じ

間
かん

、
火

か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

などに備
そな

えています。
災

さい

害
がい

がないときはどんな仕
し

事
ごと

をしているか見
み

てみよう。

❶ 交　代

❹ 訓　練夕　食

❷ 点　検起　床

昼　食❺ 待　機

❸ 立入検査❻ 仮　眠

朝

昼

夜

こう　　　　　たい

き　　　　　しょう

か　　 　　　みん

てん　　　　　けん

くん　　　　　れんゆう　　　　  しょく

ちゅう　　　　 しょくたい　　　　 　き

たち　 いり  　けん　　さ

よ る

ひ る

あ さ

火
か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

がないときもいろいろな
活
かつ

動
どう

をしているよ！

お店
みせ

などの人
ひと

が多
おお

く集
あつ

まるところの検
けん

査
さ

を
します。

出
しゅつ

動
どう

した時
とき

の報
ほう

告
こく

書
しょ

や立
たち

入
いり

検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

を
まとめたり、ミーティングを開

ひら

いたりします。

前
ぜん

日
じつ

から働
はたら

いている人
ひと

から災
さい

害
がい

などの報
ほう

告
こく

を
受

う

けて交
こう

代
たい

します。
出
しゅつ

動
どう

に備
そな

えて車
くるま

や装
そう

備
び

の点
てん

検
けん

をします。

火
か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

などのさまざまな活
かつ

動
どう

に備
そな

えて
訓
くん

練
れん

をします。

交
こう

代
たい

しながら仮
か

眠
みん

します。すぐに出
しゅつ

動
どう

できる
ように服

ふく

は着
き

たままです。

❶ 交
こう

  代
たい

❸ 立
たち

入
いり

検
けん

査
さ

❺ 待
たい

  機
き

❷ 点
てん

  検
けん

❹ 訓
くん

  練
れん

❻ 仮
か

  眠
みん

災
さい

害
がい

があれば
いつでも
出
しゅつ

動
どう

するよ！

QRコード
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消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の仕
し

事
ごと

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の役
やく

割
わり

消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

ってどんな車
くるま

？

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の装
そう

備
び

火
か

事
じ

が起
お

きると消
しょう

防
ぼう

隊
たい

は、防
ぼう

火
か

衣
い

や
空

くう

気
き

呼
こ

吸
きゅう

器
き

などを着
つ

けて、消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

で
出
しゅつ

動
どう

します。
火

か

事
じ

をすばやく消
け

して、被
ひ

害
がい

を大
おお

きく
しないことや逃

に

げ遅
おく

れた人
ひと

を助
たす

ける
ことが仕

し

事
ごと

です。

防
ぼう

火
か

衣
い

の中
なか

に入
い

れて、体
たい

温
おん

が
上

あ

がらないよう体
からだ

を冷
ひ

やす
ことができます。

アイスパック
一
いっ

定
てい

時
じ

間
かん

動
うご

かないと、音
おと

で
他
ほか

の隊
たい

員
いん

に知
し

らせてくれます。

レスキューコール
暗
くら

いところを照
て

らすことが
できます。
いろいろなところに運

はこ

んで
使
つか

うことができます。

投
とう

光
こう

器
き

消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

が近
ちか

づいてきていること、
災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

していることをまわり
の人

ひと

に知
し

らせます。

赤
せき

色
しょく

灯
とう

・サイレン
暗
くら

いところを照
て

らして
安
あん

全
ぜん

に活
かつ

動
どう

できるよう
にします。

サーチライト
高
たか

いところに上
のぼ

ったり、そこ
から人

ひと

を助
たす

けるときに使
つか

い
ます。

三
さん

連
れん

はしご

川
かわ

などから水
みず

を吸
す

い
取

と

る管
くだ

です。

吸
きゅう

管
かん

管
かん

そうまでの水
みず

の
とおり道

みち

になります。

ホース
ホースにつないで、
水
みず

を出
だ

す道
どう

具
ぐ

です。

管
かん

そう

熱
ねつ

や炎
ほのお

から顔
かお

や頭
とう

部
ぶ

を守
まも

り、
ライトは暗

くら

いところを照
て

らし
ます。

防
ぼう

火
か

帽
ぼう

（しころ・ライト）

熱
ねつ

や炎
ほのお

から体
からだ

を守
まも

ります。
長
なが

靴
ぐつ

の底
そこ

には釘
くぎ

などを踏
ふ

んで
もけがをしないように、鉄

てつ

の
板
いた

が入
はい

っています。

防
ぼう

火
か

衣
い

ボンベの空
くう

気
き

を使
つか

って、煙
けむり

や
有
ゆう

毒
どく

ガスが発
はっ

生
せい

したところ
でも活

かつ

動
どう

できるようにします。

空
くう

気
き

呼
こ

吸
きゅう

器
き

高
たか

いところから落
お

ちないよう
に、暗

くら

いところで、はぐれ
ないように使

つか

います。

命
いのち

綱
づな

身
み

に付
つ

ける装
そう

備
び

は
全
ぜん

部
ぶ

で20キログラム
もあるんだって！

前
まえ

後
うしろ
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救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

の仕
し

事
ごと

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

の役
やく

割
わり

救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

ってどんな車
くるま

？

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

の装
そう

備
び

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

は、けがや病
びょう

気
き

で命
いのち

が危
き

険
けん

な
状
じょう

態
たい

にある人
ひと

のところにかけつけ、
救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

で病
びょう

院
いん

などに運
はこ

びます。
病
びょう

院
いん

に着
つ

くまでの間
あいだ

に、悪
あっ

化
か

しない
ように手

て

当
あて

を行
おこな

い、命
いのち

が危
き

険
けん

な状
じょう

態
たい

にある人
ひと

には、心
しん

臓
ぞう

マッサージや
点

てん

滴
てき

などをします。

患
かん

者
じゃ

さんを乗
の

せるベッド
です。
変
へん

形
けい

させて、患
かん

者
じゃ

さんを
寝

ね

かせたまま運
はこ

ぶことが
できます。

ストレッチャー

体
からだ

に電
でん

気
き

ショックを与
あた

えて、
異

い

常
じょう

な心
しん

臓
ぞう

の動
うご

きを止
と

める
ことができます。

ＡＥＤ

けがを悪
あっ

化
か

させないように、
首
くび

を固
こ

定
てい

することができます。

ネックカラー
呼

こ

吸
きゅう

を安
あん

定
てい

させるために、
酸
さん

素
そ

を送
おく

ることができます。

酸
さん

素
そ

マスク
口
くち

の中
なか

につまったものを
吸

す

い出
だ

すことができます。

吸
きゅう

引
いん

器
き

心
しん

臓
ぞう

の動
うご

きや血
けつ

圧
あつ

などの
患
かん

者
じゃ

さんの状
じょう

態
たい

を教
おし

えて
くれます。

心
しん

電
でん

図
ず

モニター
救
きゅう

急
きゅう

救
きゅう

命
めい

士
し

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

員
いん

の中
なか

でも、
命
いのち

が 危
き

険
けん

な 状
じょう

態
たい

に
ある患

かん

者
じゃ

さんに特
とく

別
べつ

な手
て

当
あて

をすることが
できる資

し

格
かく

を持
も

って
いる隊

たい

員
いん

です。

患
かん

者
じゃ

さんの血
けつ

液
えき

などに
直
ちょく

接
せつ

触
ふ

れないようにしま
す。

衣
い

服
ふく

や体
からだ

に血
けつ

液
えき

などが
着

つ

くことを防
ふせ

ぎます。

ウイルスや菌
きん

などが鼻
はな

や
口
くち

から入
はい

りこむのを防
ふせ

ぎ
ます。

グローブ（手
て

袋
ぶくろ

）

感
かん

染
せん

防
ぼう

止
し

衣
い

マスク 患
かん

者
じゃ

さんの呼
こ

吸
きゅう

をチェック
するために使

つか

います。

ガーゼや包
ほう

帯
たい

など、手
て

当
あて

を
するためのいろいろな道

どう

具
ぐ

が入
はい

っています。

聴
ちょう

診
しん

器
き

救
きゅう

急
きゅう

バック

ウイルスや菌
きん

から
身

み

を守
まも

る装
そう

備
び

になっ
ているんだよ！
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救
きゅう

助
じょ

隊
たい

の仕
し

事
ごと

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

の役
やく

割
わり

救
きゅう

助
じょ

工
こう

作
さく

車
しゃ

ってどんな車
くるま

？

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

の装
そう

備
び

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

は、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や地
じ

震
しん

で建
たて

物
もの

が崩
くず

れた
ところなど、人

ひと

を助
たす

け出
だ

すことが難
むずか

しい
ところに出

しゅつ

動
どう

し、救
きゅう

助
じょ

工
こう

作
さく

車
しゃ

に積
つ

まれてい
るさまざまな道

どう

具
ぐ

を使
つか

って活
かつ

動
どう

します。
川

かわ

や湖
みずうみ

で溺
おぼ

れた人
ひと

がいる時
とき

には、「水
すい

難
なん

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

」が水
みず

の中
なか

から溺
おぼ

れた人
ひと

を助
たす

け出
だ

します。

大
おお

きな力
ちから

で、車
くるま

などを切
き

ったり、
つぶしたりして人

ひと

を助
たす

けることが
できます。

スプレッダー・カッター
有
ゆう

毒
どく

なガスが発
はっ

生
せい

している
ところでも活

かつ

動
どう

することが
できます。

化
か

学
がく

防
ぼう

護
ご

服
ふく

先
さき

についたカメラで、人
ひと

が
入
はい

れないがれきの中
なか

の人
ひと

を
探
さが

すことができます。

画
が

像
ぞう

探
たん

査
さ

装
そう

置
ち

がれきや土
つち

の中
なか

から、人
ひと

の
声
こえ

などのかすかな音
おと

を聞
き

き
取

と

ることができます。

地
ち

中
ちゅう

音
おん

響
きょう

装
そう

置
ち

車
くるま

などの重
おも

いものでも持
も

ち
上

あ

げたりすることができま
す。

クレーン

水
すい

難
なん

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

の中
なか

でも、
川
かわ

や湖
みずうみ

で溺
おぼ

れた
人
ひと

を助
たす

ける部
ぶ

隊
たい

です。

皮
かわ

でできていて、破
は

片
へん

や
するどいものから足

あし

を
守
まも

ります。

や ぶ れ に く い 生
き

地
じ

で
作
つく

られていて、隊
たい

員
いん

の
からだを守

まも

ります。

落
お

ちてくるものなどから
頭
あたま

を守
まも

ります。

編
あみ

上
あ

げ靴
くつ

救
きゅう

助
じょ

服
ふく

保
ほ

安
あん

帽
ぼう

火
ひ

花
ばな

や飛
と

んでくるものから
目

め

を守
まも

ります。

ゴーグル

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

はどんなところから
でも人

ひと

を助
たす

けられるように
訓
くん

練
れん

しているよ！

金
きん

属
ぞく

などのかたいものを
切

き

ることができます。

エンジンカッター
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第18回幼年消防クラブのつどい
第18回幼年消防クラブのつどい
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ふれあい消防119

火
か

事
じ

を予
よ

防
ぼう

するための仕
し

事
ごと

火
か

事
じ

を防
ふせ

ぐための活
かつ

動
どう

立
たち

入
いり

検
けん

査
さ

火
か

事
じ

の原
げん

因
いん

調
ちょう

査
さ

火
ひ

の用
よう

心
じん

の呼
よ

びかけ 地
ち

域
いき

へのお知
し

らせ

命
いのち

を守
まも

る住
じゅう

宅
たく

用
よう

火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

器
き

住
じゅう

宅
たく

用
よう

火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

器
き

をつける場
ば

所
しょ

火
か

事
じ

は、人
ひと

の命
いのち

や、住
す

んでいる家
いえ

など大
たい

切
せつ

なもの
を一

いっ

瞬
しゅん

でうばってしまうおそろしいものです。
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

では、火
か

事
じ

のない、安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるまちを目
め

指
ざ

して、地
ち

域
いき

のみなさんと協
きょう

力
りょく

しながら、さまざまな活
かつ

動
どう

で火
ひ

の用
よう

心
じん

を呼
よ

びかけ
ています。

住
じゅう

宅
たく

用
よう

火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

器
き

は、熱
ねつ

や煙
けむり

を感
かん

知
ち

して、火
か

事
じ

が起
お

きていることを音
おと

や音
おん

声
せい

で知
し

らせてくれる
器

き

具
ぐ

です。
部

へ

屋
や

によってつける警
けい

報
ほう

器
き

の種
しゅ

類
るい

が決
き

まって
います。

郡山市立芳賀小学校のみなさん郡山市立芳賀小学校のみなさん

ふれあい
消防119

2019年

vol.1
（令和元年）

（７月号）

尊い命を未来へ

　 　　 私たちができるこ
と

編集
発行

郡山地方広域消防組合消防本部
　総務課

☎024－923－1740

check!ウェブサイト

ふれあい消防119

地
ち

域
いき

のみんなと協
きょう

力
りょく

して
火

か

事
じ

をゼロにすることを
目

め

指
ざ

しているよ！

消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

の使
つか

い方
かた

や、万
まん

が一
いち

火
か

事
じ

が起
お

きた時
とき

に
すぐに避

ひ

難
なん

することができるかなどを検
けん

査
さ

します。
火

か

事
じ

の原
げん

因
いん

を調
しら

べ、なぜ火
か

事
じ

が起
お

きてしまった
のかを考

かんが

えて、同
おな

じような火
か

事
じ

を予
よ

防
ぼう

します。

イベントを開
かい

催
さい

して、さまざまな人
ひと

たちに
火

ひ

の用
よう

心
じん

を呼
よ

びかけます。
情
じょう

報
ほう

誌
し

を配
くば

って、火
か

事
じ

の予
よ

防
ぼう

に関
かん

係
けい

すること
をお知

し

らせしています。

・・・煙
けむり

で反
はん

応
のう

する警
けい

報
ほう

器
き

をつけなければいけない場
ば

所
しょ

・・・熱
ねつ

で反
はん

応
のう

する警
けい

報
ほう

器
き

をつけると良
よ

い場
ば

所
しょ

寝
しん

室
しつ

居
きょ

室
しつ 台

だい

所
どころ

寝
しん

室
しつ

階
かい

段
だん

みんなのお家
うち

には
ついてるかな？
こまめにお手

て

入
い

れ
してね。

QRコード
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消
しょう

火
か

栓
せん

や川
かわ

などから水
みず

を吸
すい

い上
あ

げて水
みず

を出
だ

すこと
ができるポンプを持

も

っています。

長
なが

く伸
の

びるはしごが付
つ

いているので、高
たか

いところ
から人

ひと

を助
たす

けることができます。はしごの先
さき

から
は水

みず

が出
で

ます。

人
ひと

を助
たす

けるために使
つか

う道
どう

具
ぐ

をたくさん積
つ

んで
います。

けがや病
びょう

気
き

の人
ひと

を病
びょう

院
いん

に運
はこ

ぶためのベッドがあり、
手

て

当
あて

をすることができます。

お風
ふ

呂
ろ ※約

やく

８杯
ぱい

分
ぶん

の水
みず

を積
つ

んでいて、すぐに水
みず

を
出

だ

すことができます。

お風
ふ

呂
ろ

約
やく

50 杯
ぱい

分
ぶん

の水
みず

を積
つ

んでいて、水
みず

がない
ところでもすぐに消

しょう

火
か

活
かつ

動
どう

することができます。

衛
えい

星
せい

アンテナなどを使
つか

って、消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の活
かつ

動
どう

を補
ほ

助
じょ

します。
地

ち

域
いき

をまわり、火
ひ

の用
よう

心
じん

や災
さい

害
がい

への注
ちゅう

意
い

を
呼

よ

びかけます。 

いろいろな消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

ポンプ車
しゃ

はしご車
しゃ

救
きゅう

助
じょ

工
こう

作
さく

車
しゃ

救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

タンク車
しゃ

水
すい

槽
そう

車
しゃ

無
む

線
せん

中
ちゅう

継
けい

車
しゃ

広
こう

報
ほう

車
しゃ

さまざまな災
さい

害
がい

で活
かつ

動
どう

できるように、いろいろ
な消

しょう

防
ぼう

車
しゃ

があるよ！

※お風
ふ

呂
ろ

の水
みず

約
やく

200 リットル
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ばん つう ほう

か きゅうきゅうじ

火事です・救急です。

119番通報メモ119番通報メモ

◯◯市△△町□丁目×番×号

消防太郎

◯◯◯―△△△―×××

か じ きゅうきゅう

1.　火事ですか・救急ですか？

じゅう しょ

2.　住　所

な まえ

5.　名　前

でん わ ばんごう

6.　電話番号

ちか たてもの
4.　近くのわかりやすい建物

3.　何が燃えていますか？・だれがどんな様子ですか？
なに も よう す

しょうぼう　た　ろう

し まち ちょう め ばん ごう

誰
だれ

でもあわててしまいますが、「火
か

事
じ

か救
きゅう

急
きゅう

か」、「住
じゅう

所
しょ

」、「電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

」や
「近

ちか

くの目
め

立
だ

つ建
たて

物
もの

」などについて質
しつ

問
もん

しますので、落
お

ち着
つ

いて答
こた

えてください。

大
たい

正
しょう

15 年
ねん

（1926 年
ねん

）に 112 番
ばん

を火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

専
せん

用
よう

電
でん

話
わ

にしました。
当

とう

時
じ

はダイヤル式
しき

の電
でん

話
わ

で、一
いっ

刻
こく

を争
あらそ

うため、ダイヤル時
じ

間
かん

の短
みじか

い
番

ばん

号
ごう

として決
き

められましたが、間
ま

違
ちが

い電
でん

話
わ

が多
おお

くありました。
そのため、昭

しょう

和
わ

２年
ねん

（1927 年
ねん

）に 119 番
ばん

になりました。

119 番
ばん

へ通
つう

報
ほう

！

消
しょう

防
ぼう

トピック①  119 番
ばん

通
つう

報
ほう

では何
なに

を話
はな

せばいいの？
消
しょう

防
ぼう

トピック②  どうして 119 なの？

連
れん

絡
らく

出
しゅつ

場
じょう

指
し

令
れい

出
しゅつ

動
どう

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

119番
ばん

通
つう

報
ほう

のしくみ 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

があると、すぐに
消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

や救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を出
しゅつ

動
どう

させるよ！

119 番
ばん

通
つう

報
ほう

から出
しゅつ

動
どう

まで 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

メモをつくろう

病
びょう

院
いん

ガス会
かい

社
しゃ

警
けい

察
さつ

署
しょ

電
でん

力
りょく

会
かい

社
しゃ

119 番
ばん

通
つう

報
ほう

があれば、いつでも、どこからでも、火
か

事
じ

や救
きゅう

急
きゅう

などの現
げん

場
ば

に出
しゅつ

動
どう

します。 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

をする時
とき

は、突
とつ

然
ぜん

のことで
あわててしまい、話

はな

したいことをうまく
伝

つた

えられないことがあります。
正

ただ

しく情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えるために、左
ひだり

の図
ず

の
ように、住

じゅう

所
しょ

や電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

などを書
か

いた
メモを電

でん

話
わ

機
き

の近
ちか

くや家
いえ

の目
め

立
だ

つところ
に貼

は

っておきましょう。

Ｎｅｔ１１９ ／メール１１９／ＦＡＸ１１９
言

こと

葉
ば

や耳
みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

でも 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

できるように、インターネットやメール、
ＦＡＸでも通

つう

報
ほう

することができます。

郡
こおり

山
やま

市
し

・田
た

村
むら

市
し

・三
み

春
はる

町
まち

・小
お

野
の

町
まち

からの 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

はすべてここにつながります。
消
しょう

防
ぼう

指
し

令
れい

センターでは、現
げん

場
ば

に一
いち

番
ばん

近
ちか

い、消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

や
救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

にすぐに出
しゅつ

場
じょう

するように指
し

令
れい

します。

消
しょう

防
ぼう

指
し

令
れい

センター

火
か

事
じ

発
はっ

生
せい

!

メール１１９ ＦＡＸ１１９Ｎｅｔ１１９

QRコード
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火
か

事
じ

を予
よ

防
ぼう

するためにできること みんなのお家
うち

では、火
ひ

の用
よう

心
じん

できているかな？

お家
うち

でできる火
ひ

の用
よう

心
じん

万
まん

が一
いち

、火
か

事
じ

が起
お

きたら…

自
じ

分
ぶん

の服
ふく

に火
ひ

がついてしまったら…

　身
み

のまわりには、ちょっとした不
ふ

注
ちゅう

意
い

で火
か

事
じ

になってしまう原
げん

因
いん

が多
おお

くあります。
　みんなのお家

うち

では、火
ひ

の用
よう

心
じん

ができているか、下
した

の図
ず

を見
み

ながらチェックしてみよう。

動
うご

くと火
ひ

の勢
いきお

いは強
つよ

くなります。
落

お

ち着
つ

いて、すぐに
立

た

ち止
と

まります。

体
からだ

を地
じ

面
めん

につけ、燃
も

えて
いるところを地

じ

面
めん

に
押

お

しつけます。

倒
たお

れたまま、左
さ

右
ゆう

に
転
ころ

がります。

ストップ、ドロップ＆ロール（止
と

まって、倒
たお

れて、転
ころ

がって）

※（一
いち

財
ざい

）日
に

本
ほん

防
ぼう

火
か

・危
き

機
き

管
かん

理
り

促
そく

進
しん

協
きょう

会
かい

ホームページから引
いん

用
よう

すぐに 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

します。

119 番
ばん

通
つう

報
ほう

大
おお

きな声
こえ

で、
まわりに知

し

ら
せます。

まわりに知
し

らせる

火
ひ

が小
ちい

さければ、消
しょう

火
か

器
き

や水
みず

で消
しょう

火
か

します。

消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

煙
けむり

を吸
す

わないように低
ひく

い姿
し

勢
せい

で避
ひ

難
なん

します。

低
ひく

い姿
し

勢
せい

で避
ひ

難
なん

①ストップ
　止

と

まる
②ドロップ倒

たお

れる ③ロール転
ころ

がる

寝
ね

たばこやたばこの
投

な

げ捨
す

てをしない

マッチやライターで
遊
あそ

ばない

ストーブには、燃
も

えやすい
ものを近

ちか

づけない

電
でん

気
き

器
き

具
ぐ

は正
ただ

しく使
つか

い、
たこ足

あし

配
はい

線
せん

はしない

風
かぜ

の強
つよ

いときは、
たき火

び

をしない

家
いえ

のまわりに燃
も

えやすい
ものを置

お

かない

こんろを使
つか

っているときは、
目

め

をはなさない

QRコード
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年
ねん

々
ねん

、ちょっとしたけがや病
びょう

気
き

の人
ひと

を運
はこ

ぶことが多
おお

くなっ
ています。
日

ひ

頃
ごろ

から、元
げん

気
き

にすごせるように、けがや病
びょう

気
き

に注
ちゅう

意
い

しま
しょう。

救
きゅう

急
きゅう

を予
よ

防
ぼう

するためにできること 健
けん

康
こう

で元
げん

気
き

に生
せい

活
かつ

するために、
けがや病

びょう

気
き

を予
よ

防
ぼう

しよう！

命
いのち

を救
すく

う救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

郡
こおり

山
やま

地
ち

方
ほう

広
こう

域
いき

消
しょう

防
ぼう

組
くみ

合
あい

の救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

の出
しゅつ

動
どう

と到
とう

着
ちゃく

時
じ

間
かん

現
げん

場
ば

に着
つ

くのが遅
おく

れるとどうなるの？

けがや病
びょう

気
き

を予
よ

防
ぼう

しよう

けがを予
よ

防
ぼう

するために

病
びょう

気
き

を予
よ

防
ぼう

するために

救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

は、けがや病
びょう

気
き

で命
いのち

が危
き

険
けん

な
状
じょう

態
たい

にある人
ひと

を助
たす

けるための車
くるま

です。
119 番

ばん

通
つう

報
ほう

があると現
げん

場
ば

にすぐに
かけつけ、救

きゅう

急
きゅう

隊
たい

が手
て

当
あて

をしながら、
患

かん

者
じゃ

さんを病
びょう

院
いん

に運
はこ

びます。

けがや病
びょう

気
き

のときには、救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

で病
びょう

院
いん

へ行
い

く場
ば

合
あい

がありますが、みんな元
げん

気
き

に生
せい

活
かつ

するためには、けがや病
びょう

気
き

をしないことが大
たい

切
せつ

です。
次

つぎ

のことに取
と

り組
く

み、けがや病
びょう

気
き

を予
よ

防
ぼう

しましょう。

救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

の数
かず

は、この 10 年
ねん

間
かん

で
約

やく

2,500 件
けん

も増
ふ

え、現
げん

場
ば

に着
つ

くま
での時

じ

間
かん

も遅
おそ

くなっています。
これから、高

こう

齢
れい

の方
かた

が多
おお

くなるこ
とで、救

きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

がますます増
ふ

える
ことが予

よ

想
そう

されています。

命
いのち

が危
き

険
けん

な状
じょう

態
たい

にある人
ひと

は、１秒
びょう

でも早
はや

く、手
て

当
あ

てが必
ひつ

要
よう

です。
現

げん

場
ば

に着
つ

くのが遅
おく

れてしまうと、助
たす

けることができる命
いのち

を助
たす

けら
れなくなってしまいます。

平成21年 平成23年 平成25年 平成27年 平成29年 令和元年

18,000

17,500

17,000

16,500

16,000

15,500

15,000

14,500

14,000

13,500

救急出動の数と現場に着くまでの時間
きゅうきゅうしゅつどう かず げん ば つ じ かん

11

10.5

10

9.5

9

8.5

（件） （分）

15,142件

17,684件

9.3分9.3分9.3分

10.7分10.7分10.7分救急出動件数
現場に着くまでの時間

運
うん

動
どう

の前
まえ

には準
じゅん

備
び

運
うん

動
どう

を
しっかりする

　手
て

洗
あら

い、うがいをこまめにする

身
み

のまわりの整
せい

理
り

整
せい

とんを
する

はやね、はやおきをする

食
た

べ物
もの

をよくかんで
食

た

べる

あつい日
ひ

は、こまめ
に水

みず

を飲
の

む

消
しょう

防
ぼう

トピック③  予
よ

防
ぼう

救
きゅう

急
きゅう

を心
こころ

がけましょう

QRコード
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地
じ

震
しん

・台
たい

風
ふう

・大
おお

雨
あめ

のときの備
そな

え 身
み

を守
まも

るためには、日
ひ

頃
ごろ

から
備
そな

えておくことが大
たい

切
せつ

だよ！

日
に

本
ほん

は地
じ

震
しん

が多
おお

い国
くに

台
たい

風
ふう

・大
おお

雨
あめ

日
に

本
ほん

は、世
せ

界
かい

でも地
じ

震
しん

が多
おお

い国
くに

として知
し

られて
いて、世

せ

界
かい

中
じゅう

で起
お

きている地
じ

震
しん

の 10 回
かい

に１回
かい

は、
日

に

本
ほん

の近
ちか

くで起
お

きていると言
い

われています。
大

おお

地
じ

震
しん

が起
お

きたとき、自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

れるように、
今

いま

から備
そな

えましょう。

台
たい

風
ふう

や大
おお

雨
あめ

のときには、川
かわ

の水
みず

があふれ
たり、がけ崩

くず

れなどの大
おお

きな被
ひ

害
がい

が出
で

て
しまうことがあります。

　準
じゅん

備
び

するもの
　　○  食

た

べ物
もの

　　　　○  水
みず

　　○  懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

　　　○  ラジオ
　　○  電

でん

池
ち

　　　　　○  毛
もう

布
ふ

　など

消
しょう

防
ぼう

トピック⑤  持
も

ち出
だ

すものは何
なに

を準
じゅん

備
び

すればいいの？
そな

地
じ

震
しん

のときの行
こう

動
どう 台

たい

風
ふう

・大
おお

雨
あめ

のときの行
こう

動
どう

テーブルなどに
かくれて頭

あまた

を守
まも

ります。

自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を守
まも

る
川
かわ

の水
みず

があふれる
ことがあり危

き

険
けん

です。

川
かわ

に近
ちか

づかない

こんろやストーブ
などを確

かく

認
にん

します。

火
ひ

の元
もと

をチェックする
すぐに避

ひ

難
なん

できる
ように準

じゅん

備
び

してお
きます。

持
も

ち出
だ

すものを準
じゅん

備
び

する

上
うえ

からものが落
お

ちてくることがあるため危
き

険
けん

です。

外
そと

に飛
と

び出
だ

さない
台
たい

風
ふう

が近
ちか

づく日
ひ

や
進
すす

む方
ほう

向
こう

をチェック
します。

災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

をチェックする

おとなの言
い

うことを聞
き

いて落
お

ち着
つ

いて避
ひ

難
なん

します。

落
お

ち着
つ

いて避
ひ

難
なん

する
避

ひ

難
なん

情
じょう

報
ほう

がださ
れたら、すぐに
避

ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

に避
ひ

難
なん

しましょう。

避
ひ

難
なん

所
しょ

に避
ひ

難
なん

する

けがや事
じ

故
こ

につながることが
多

おお

くあります。
次

つぎ

のことをチェックしよう！

消
しょう

防
ぼう

トピック④  地
じ

震
しん

のときにやってはいけないことは？

ブレーカーをすぐにいれる エレベーターを使
つか

う はだしで歩
ある

く

QRコード
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みんなのまちの消
しょう

防
ぼう

いろいろな人
ひと

・もので
地

ち

域
いき

を守
まも

っているよ！

消
しょう

防
ぼう

団
だん

消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

消
しょう

防
ぼう

団
だん

は、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

と協
きょう

力
りょく

してみんなが安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるように、地
ち

域
いき

の安
あん

全
ぜん

を守
まも

っている組
そ

織
しき

です。
みんなのまちにも消

しょう

防
ぼう

団
だん

があり、多
おお

くの消
しょう

防
ぼう

団
だん

員
いん

が、
さまざまな活

かつ

動
どう

をしています。

消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

火
か

事
じ

のときには消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

をします。

消
しょう

防
ぼう

訓
くん

練
れん

さまざまな災
さい

害
がい

でもすぐに活
かつ

動
どう

できるように訓
くん

練
れん

をします。

火
ひ

の用
よう

心
じん

の呼
よ

びかけ
車
くるま

で地
ち

域
いき

をまわったり、チラシを
くばったりします。

水
すい

道
どう

管
かん

とつながっていて、そこから、消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

で火
か

事
じ

が
起

お

きているところまでホースで水
みず

を送
おく

ります。
いろいろな種

しゅ

類
るい

があります。

消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

に使
つか

うための水
みず

が入
はい

っていて、
お風

ふ

呂
ろ

約
やく

２００杯
はい

分
ぶん

の水
みず

が入
はい

っています。

消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

１台
だい

、ホース１本
ぽん

で放
ほう

水
すい

した場
ば

合
あい

、およそ 100 分
ぷん

間
かん

水
みず

を出
だ

す
ことができます。
大

おお

きな火
か

事
じ

のときには、もっと多
おお

くの水
みず

が必
ひつ

要
よう

になる場
ば

合
あい

があります。

消
しょう

防
ぼう

トピック⑦  防
ぼう

火
か

水
すい

そうの水
みず

でどれくらい放
ほう

水
すい

できるの？
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

で仕
し

事
ごと

をする消
しょう

防
ぼう

士
し

は、消
しょう

防
ぼう

の
仕

し

事
ごと

を専
せん

門
もん

にしています。
消
しょう

防
ぼう

団
だん

員
いん

は、ふだんは自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

をし
ながら、火

か

事
じ

のときには、かけつけて
消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

をしたり、仕
し

事
ごと

が休
やす

みのとき
には訓

くん

練
れん

をしています。

消
しょう

防
ぼう

トピック⑥
　消

しょう

防
ぼう

士
し

と消
しょう

防
ぼう

団
だん

の違
ちが

いは？

どんな活
かつ

動
どう

をしているの？

消
しょう

火
か

栓
せん

防
ぼう

火
か

水
すい

そう

地
ち

下
か

式
しき

消
しょう

火
か

栓
せん

地
ち

上
じょう

式
しき

消
しょう

火
か

栓
せん
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